
はじめに

校庭の芝生化はヒートアイランド現象の緩和，砂塵

やぬかるみの抑制などの環境改善効果の他，児童，生徒

の運動や健康促進にも役立つことが指摘されている（近

藤，2003）。近年，子どもの生活行動の変化に伴って，

身体を動かす機会や場が減少しており，運動不足や体

力の低下が大きな社会問題となっている（中村，2004）。

子どもの運動能力の発達は，運動経験の積み重ねによ

る身体動作の多様化やその量的獲得によるところが大き

く，子どもの身体活動量の減少が子どもの肥満や２型糖

尿病の発生頻度を高めているともいわれ，子どもの健康

の観点からも身体動作を活発化させることが求められて

いる（日本学術会議，2008）。特に，普段の生活やあそ

びから多様な動作を経験し運動能力を高める時期にある

児童にとって，最も身近な遊び場所である小学校の校庭

で身体を動かすことの重要性は大きいと考えられる。

既往研究としては，芝生化された校庭と土の校庭に

おける行動の種類，行動への参加割合等を観察調査によ

り把握した研究（田邊ら，2005），校庭の芝生化の動向

を明らかにし今後の発展の可能性を捉えた研究（藤崎，

2006），児童主体による校庭の芝生化の実現過程とその

意義についての研究（藤崎ら，2007）などがなされて

いる。また先進事例での経験や調査（大阪府，2006）か

ら，芝生化による児童の様々な変化や土の校庭とは異

なる動作やあそびが見られることが指摘されている。し

かしながら，学校関係者等の校庭の芝生化に関する理解

がまだまだ不十分であり，芝生化がもたらす児童への影

響として，子どもの運動能力の発達や健康促進と密接に

関係しているものと考えられている児童のあそびの種類

や身体動作に与える影響を明らかにすることが求められ

る。

そこで本研究では，小学校校庭の土の運動場と芝生

の中庭，運動場における児童の行動を比較考察し，校庭

の芝生化が児童のあそびの種類や身体動作に与える影響

を明らかにすることを目的とする。

１．研究方法

１．１　調査対象校の設定

調査の対象とした小学校は，大阪市内で校庭を芝生

化している小学校から同一地区に位置し，校庭でのビデ
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オ撮影等の本調査に協力の得られた芝生の運動場をもつ

大阪市立清江小学校（以下，清江小と呼ぶ。）と土の運

動場と芝生の中庭を持つ大阪市立苅田南小学校（以下，

苅田南小と呼ぶ。）とした。

１．２　調査対象校の概要

清江小は児童数約300人で，運動場約2,000m2の中央

部約1,500m2を芝生化している。本研究では，図１に示

すように芝生化された部分を芝生運動場，その外周部の

土の部分を土運動場と呼ぶ。芝生化工事は平成16年 5

月に実施され，平成16年 9月に供用が開始されている。

なお，清江小では，芝生運動場，土運動場を休み時間に

利用する際に特別な利用ルールは設けられていない。

苅田南小は児童数約400人で，中庭全面の約400m2を

芝生化している。また，土の運動場の面積は約2,000m2

である。本研究では，図２に示すように芝生化された中

庭を芝生中庭，土の運動場を土運動場と呼ぶ。中庭の芝

生化工事は平成19年 2月に実施され，平成19年 6月に

供用が開始されている。芝生中庭では低学年（1 ･ 2 ･ 3

年生），高学年（4 ･ 5 ･ 6年生）別の利用可能曜日の設

定や金曜日の利用禁止，靴を脱いでの利用，ボール遊び

の禁止といった利用ルールが設けられている。

１．３　調査及び解析方法

１）調査方法及び調査日時

本研究では，両小学校の校庭での休み時間の児童のあ

そびの種類や身体動作を把握するためにSONY HANDYCAM

デジタルビデオカメラレコーダーDCR-HC48に SONYワイ

ドコンバージョンレンズVCL-HG0730Xを装着したものを

用いたビデオ撮影調査を実施した。撮影対象は清江小

運動場，苅田南小芝生中庭，土運動場とした。撮影位置

はそれぞれの全景が撮影できる箇所とし，清江小運動場

は校舎の３Ｆ図書室（図１），苅田南小芝生中庭は校舎

の４Ｆ廊下，土運動場は校舎の５Ｆエレベーター機械

室（図２）とした。撮影は，通常の授業のみが行われ，

調査日及びその前日の天候が晴れもしくは曇とし，春，

秋，冬の３季節にそれぞれ１時間目開始前の時間帯，１

時間目後の休み時間，ロング休憩，３時間目後の休み時

間，昼休み，５時間目後の休み時間の６つの休み時間帯

に行った。結果，春，秋，冬の３季節及び６つの休み時

間帯の中で校庭であそぶ児童の人数が最も多く，あそび

の種類が最も多様であった春のロング休憩の20分間の

ビデオ画像を解析対象とした。なお，春の撮影日は，清

江小全学年芝生運動場，土運動場は，平成20年５月12

日，苅田南小芝生中庭低学年，土運動場高学年は，平成

20年５月19日，苅田南小芝生中庭高学年，土運動場低

学年は，平成20年６月10日である。なお，解析の対象

とした各校庭の児童の利用人数は表３に示している。

２）解析方法

20分間のビデオ画像を30秒間隔毎に分割し，40枚の

時間断面を作成し，時間断面毎に児童のあそびのグルー

プ及びグループのあそびの種類をまず特定し，あそびの

その他

ド
�
ジ
ボ
�

ル

バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�

ル

サ
�
カ
�

キ
�
ク
ベ
�

ス

ボ
�

ル
投
げ

ボ
�

ル
蹴
り

一
輪
車

長
縄
跳
び

帽
子
を
投
げ
あ
う
遊
び

朝
礼
台
に
乗
る
遊
び

追
い
か
け

�
こ

じ
�
れ
あ
う
遊
び

数
人
で
手
を
繋
い
で

回
る
遊
び

相
撲

騎
馬
戦

リ
レ
�

這

�
て
歩
く
遊
び

体
操

休
憩

道具ありあそび 道具なしあそび

表１　あそび行動の分類

表２　身体動作の分類

図１　清江小学校
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種別毎に人数を集計した。次いでグループ毎に30秒毎

の各時間断面の前後5秒間を観察し，グループ内での身

体動作の種類数を記録し，出現件数を集計した。また，

あそびの種類は仙田（2005）や田邊ら（2005）による既

往文献を参考に特定し，本研究ではドッジボールや長

縄跳び等の10種類の道具ありあそび，追いかけっこや

体操等の８種類の道具なしあそび，あそびの開始前や次

のあそびへの転換時に見られる相談や休憩等のその他の

３分類，計19種類（表１）に分類して集計した。また，

身体動作は体育カリキュラム作成小委員会（1980）によ

り分類されている84種類の基本動作のうち，校庭にお

いて可能でビデオ画像から視認可能な身体動作を30種

類（表２）に統合化して集計した。

以上のデータを用いて，まず清江小芝生運動場，土

運動場，苅田南小芝生中庭の高学年，低学年，土運動場

の高学年，低学年のあそびの種類，身体動作を比較考察

した。なお，あそびの種類では，Shannon－ Weaver関数
1）による多様度指数を求め，比較考察の参考とした。次

いで芝生運動場もしくは芝生中庭と土運動場の双方で

確認できたあそび「ボール投げ」，「ボール蹴り」，「一輪

車」，「追いかけっこ」の中から清江小，苅田南小高学

年，低学年の全てで確認できた「ボール投げ」，「追いか

けっこ」に着目し，それぞれのあそびに含まれる身体

動作を比較考察した。なお，「ボール投げ」は清江小芝

生運動場と土運動場，苅田南小土運動場の高学年，低学

年，「追いかけっこ」は清江小芝生運動場，苅田南小芝

生中庭の高学年，低学年と苅田南小土運動場の高学年，

低学年で確認できた。

２．解析結果及び考察

２．１　あそびの種類

表３はあそびの種別毎の人数及び割合を示している。

清江小芝生運動場では長縄飛びが17.8％，次いで朝

礼台に乗る遊びが10.4％，ボール投げが9.8％，キック

ベースが9.6％など，６種類の道具ありあそびが全体の

約５割を占め，じゃれあう遊びが16.9％，追いかけっ

こが15.8％など，２種類の道具なしあそびが見られた。

以上の計８種類のあそびがそれぞれ１～２割ずつ出現し

ており，多様なあそびが同程度行われていることが分か

る。一方，土運動場ではサッカーが全体の44.4%，次い

でバスケットボールが19.8％，ドッジボールが17.9％

など，５種類の道具ありあそびが全体を占めている。

以上のことから清江小全体として見ると12種類のあ

そびが確認でき，そのうち芝生運動場では９種類のあそ

びでその多様度指数が2.03と５種類のあそびで多様度

指数が1.42の土運動場と比較して高いことからも，芝

生化によって児童のあそびの種類が多様化しているもの

と考えられる。

苅田南小の高学年では芝生中庭で追いかけっこが

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

ドッジボール 0 0.0 147 17.9 0 0.0 201 20.2 0 0.0 596 63.0 0 0.0 797 41.0

バスケットボール 0 0.0 162 19.8 0 0.0 71 7.1 0 0.0 23 2.4 0 0.0 94 4.8

サッカー 0 0.0 364 44.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

キックベース 130 9.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

ボール投げ 133 9.8 58 7.1 0 0.0 647 65.0 0 0.0 170 18.0 0 0.0 817 42.1

ボール蹴り 81 6.0 89 10.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 47 5.0 0 0.0 47 2.4

一輪車 1 0.1 0 0.0 0 0.0 9 0.9 0 0.0 26 2.7 0 0.0 35 1.8

長縄跳び 240 17.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

帽子を投げあう遊び 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 13 1.1 0 0.0 13 0.5 0 0.0

朝礼台に乗る遊び 141 10.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

小計 726 53.7 820 100.0 0 0.0 928 93.2 13 1.1 862 91.1 13 0.5 1,790 92.2

追いかけっこ 214 15.8 0 0.0 595 40.6 45 4.5 918 74.9 70 7.4 1,513 56.3 115 5.9

じゃれあう遊び 228 16.9 0 0.0 423 28.9 0 0.0 140 11.4 0 0.0 563 20.9 0 0.0

数人で手を繋いで回る遊び 0 0.0 0 0.0 172 11.7 0 0.0 12 1.0 0 0.0 184 6.8 0 0.0

相撲 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 10 0.8 0 0.0 10 0.4 0 0.0

騎馬戦 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 24 2.0 0 0.0 24 0.9 0 0.0

リレー 0 0.0 0 0.0 41 2.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 41 1.5 0 0.0

這って歩く遊び 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 12 1.0 0 0.0 12 0.4 0 0.0

体操 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 19 1.6 0 0.0 19 0.7 0 0.0

小計 442 32.7 0 0.0 1,231 84.1 45 4.5 1,135 92.7 70 7.4 2,366 88.0 115 5.9

その他 休憩 183 13.5 0 0.0 233 15.9 23 2.3 77 6.3 14 1.5 310 11.5 37 1.9

1,351 100.0 820 100.0 1,464 100.0 996 100.0 1,225 100.0 946 100.0 2,689 100.0 1,942 100.0

2.03 － 1.42 － 1.37 － 1.06 － 0.96 － 1.19 － 1.30 － 1.28 －

土運動場 芝生中庭 土運動場 芝生中庭

多様度指数

清江小：全学年
苅田南小

高学年 低学年 小計
芝生運動場 土運動場 芝生中庭 土運動場

道
具
あ
り

道
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合計

表３　　あそびの種別毎の人数及び割合



40.6％，じゃれあう遊びが28.9％，次いで数人で手を

繋いで回る遊びが11.7％など，４種類の道具なしあそ

びが約８割を占めている。一方，土運動場ではボール投

げが65.0％と突出し，次いでドッジボールが20.2％と

続き，４種類の道具ありあそびが全体の約９割を占め，

道具なしあそびは追いかけっこのみに限定されている。

低学年では芝生中庭で追いかけっこが74.9％と突出し，

次いでじゃれあう遊びが11.4％と続き，さらに数人で

手を繋いで回る遊び，相撲，騎馬戦，這って歩く遊び，

体操の７種類の道具なしあそびが全体の約９割を占めて

いる。一方，土運動場ではドッジボールが63.0％，次

いで，ボール投げが18.0％など，５種類の道具ありあ

そびが全体の約９割を占めている。

以上のことから苅田南小全体として見ると15種類の

あそびが確認でき，芝生中庭では道具なしあそびが高学

年で５種類，低学年で７種類が確認できた。また，土運

動場では道具ありあそびが高学年で４種類，低学年で５

種類がそれぞれ優占している。特に，芝生中庭では高

学年，低学年に共通して，清江小芝生運動場では見られ

なかった数人で手を繋いで回る遊びが確認できることや

低学年のみで相撲，騎馬戦，這って歩く遊び，体操など

の道具なしあそびがそれぞれ５％以下ではあるが多数見

られた。苅田南小では芝生中庭でボールあそびを規制し

ていることの影響もあってか，低・高学年あわせたあそ

びの種類の多様度指数は芝生中庭で土運動場より若干高

いもののほぼ同程度であり，芝生中庭では道具なしあそ

び，土運動場では道具ありあそびと芝生中庭と土運動場

との使い分けがなされているものと考えられる。

また，同程度の規模を持つ清江小の芝生運動場と苅

田南小の土運動場と比較すると多様度指数では芝生運動

場の方が明らかに高くなっており，芝生化によって児童

のあそびの種類が多様化しているものと考えられる。

２．２　身体動作

表４はあそびに含まれる身体動作の種別毎の出現割

合を示している。

清江小芝生運動場では，水平動作の「歩く」が20.3

％，「走る」が 13.0％，次いで姿勢変化･変更動作の

「座る」が8.6％，荷物動作の「持つ」が7.2％と続き，

さらに荷物動作の「押す･押さえる」，姿勢変化･変更動

作の「立ち上がる」，「寝転ぶ」，「転ぶ･転がる」，水平動

作の「追いかける」が4.0～ 5.5％確認でき，全体で計

25種類の身体動作が確認できた。一方，土運動場では，

「歩く」，「走る」が 16.8％，14.6％，次いで「持つ」，

「投げる･転がす」，「受け止める」，「追いかける」が9.1

～ 12.4％と続き，さらに「ける」，「飛び跳ねる」，「か

わす･逃げる」が5.8～ 6.4％と続き，全体で計19種類

の身体動作が確認できた。

苅田南小の高学年では芝生中庭で水平動作の「歩く」，

「走る」が18.8％，12.5％，次いで荷物動作の「押す･

押さえる」，姿勢変化･変更動作の「立ち上がる」，「座

る」，「寝転ぶ」，「転ぶ･転がる」，水平動作の「追いかけ

る」，回転動作の「かわす･逃げる」が5.4～ 7.4％と続

き，全体で計28種類の身体動作が確認できた。一方，

土運動場では，「歩く」，「走る」が17.4％，16.0％，次

いで「持つ」，「投げる･転がす」，「受け止める」，「追い

かける」が12.1～ 13.2％，「かわす･逃げる」が6.1％

と続き，全体で計19種類の身体動作が確認できた。

苅田南小の低学年では芝生中庭で水平動作の「歩く」，

「走る」が17.3％，11.1％，次いで荷物動作の「押す･押

さえる」，攻撃的動作の「あたる」，姿勢変化･変更動作

の「立ち上がる」，「座る」，「寝転ぶ」，「転ぶ･転がる」，

水平動作の「追いかける」，回転動作の「かわす･逃げ

る」が4.8～ 9.8％と続き，全体で計24種類の身体動

作が確認できた。一方，土運動場では「歩く」，「走る」

が20.5％，17.7％，次いで「持つ」，「投げる･転がす」

が15.4％，12.2％と続き，さらに「受け止める」，「追

いかける」が7.6％，8.7％と続き，全体で計18種類の

単位：％

芝生
運動場

土
運動場

芝生
中庭

土
運動場

芝生
中庭

土
運動場

持つ 7.2 13.6 3.4 13.2 3.2 15.4

運ぶ・動かす 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

起こす 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

押す・押える 4.1 0.6 6.1 1.3 6.1 0.8

おぶう 0.4 0.0 0.1 0.4 1.2 0.0

おろす 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

おりる 0.0 0.0 0.1 0.2 0.0 0.0

あてる 0.2 0.5 0.1 2.0 0.0 0.5

投げる・転がす 3.7 12.4 0.2 12.5 0.5 12.2

受け止める 3.4 10.5 0.3 12.1 0.2 7.6

くずす・倒す 0.5 0.0 1.2 0.0 0.2 0.0

ける 2.7 5.8 3.8 0.4 1.3 2.5

あたる 3.6 1.8 2.6 1.5 4.8 0.1

立ち上がる 4.0 0.5 7.2 0.6 5.8 1.6

しゃがむ 1.6 0.2 2.4 0.6 1.9 2.0

座る 8.6 0.3 7.4 0.0 9.8 3.2

寝転ぶ 4.1 0.2 5.9 0.0 7.0 0.5

まわる 0.9 0.0 3.1 0.0 1.0 0.0

転ぶ・転がる 4.2 0.5 5.4 0.2 5.8 0.4

逆立ちする 0.1 0.0 0.4 0.0 0.8 0.0

乗る 2.5 0.0 2.1 0.9 3.0 0.8

飛び跳ねる 2.5 6.4 1.7 2.4 2.4 2.8

あがる・登る 1.5 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0

とびつく 0.0 0.0 0.1 0.4 0.1 0.0

おりる・
飛び降りる

1.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

歩く 20.3 16.8 18.8 17.4 17.3 20.5

走る 13.0 14.6 12.5 16.0 11.1 17.7

追いかける 5.5 9.1 7.2 12.1 7.8 8.7

這う 0.5 0.0 0.3 0.0 1.0 0.0

すべる 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

踏む 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

回転
動作

かわす・逃げる 3.2 5.8 7.1 6.1 7.5 2.8

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

操
作
系
動
作

安
定
系
動
作

上下
動作

計

移
動
系
動
作
水平
動作

姿勢
変化
変更
動作

荷物
動作

脱荷物
動作

補足
動作

攻撃的
動作

苅田南小：低学年苅田南小：高学年清江小：全学年

表４　あそびに含まれる身体動作の種別毎の出現割合



身体動作が確認できた。

以上のことから身体動作の種数は，苅田南小芝生中

庭の高学年で28種類と最も多く，次いで清江小芝生運

動場で25種類，苅田南小芝生中庭の低学年で24種類と

多く，清江小，苅田南小の土運動場で見られた身体動作

より顕著にその種類数が多く，芝生の校庭で児童の身体

動作の多様性が高まっていることが分かる。身体動作の

うち「歩く」，「走る」，「追いかける」，「かわす･逃げる」

は土運動場，芝生運動場，芝生中庭に関わらず優占して

出現しており，あそびにおいてこられが基本的な身体動

作であると考えられるが，土運動場では芝生運動場，芝

生中庭と比較して「持つ」，「投げる･転がす」，「受け止

める」といったボールを介した身体動作が優占してい

るのに対して，清江小芝生運動場と苅田南小芝生中庭で

は，「あたる」，「押す･押さえる」などの児童同士が接触

する動作が多く確認できることや，清江小芝生運動場，

苅田南小芝生中庭の高学年，低学年では「座る」，「寝転

ぶ」や「転ぶ･転がる」に加えて「立ち上がる」などの

地面と接する動作およびそれに関連する動作が清江小，

苅田南小の土運動場では共通して１％未満にとどまって

いるのに対して４～９％と高いことが確認でき，これら

の身体動作が芝生化によって活性化しているものと考え

られる。

２．３　あそび毎に捉えた身体動作

１）ボール投げ

表５の左部は「ボール投げ」に含まれる身体動作の

種別毎の出現割合を示している。

「ボール投げ」で確認できた身体動作を見ると，「歩

く」は清江小芝生運動場，土運動場，苅田南小土運動場

の高学年，低学年において17.0～ 20.7％，次いで「持

つ」が14.9～ 20.1％，「走る」が11.9～ 17.2％，「投

げる･転がす」が11.1～ 17.2％，「受け止める」が7.1

～ 15.0％，さらに「追いかける」が4.7～ 12.7％，「か

わす･逃げる」が1.8～ 8.4％と共通して多く確認でき

る。

清江小土運動場，苅田南小土運動場の高学年，低学

年といった土運動場で清江小芝生運動場より多く確認で

きた身体動作は，「投げる・転がす」，「走る」の２種類

のみであり，清江小土運動場では計10種類，苅田南小

土運動場の高学年では計16種類，低学年では計12種類

の身体動作が確認できた。一方，清江小芝生運動場で清

江小，苅田南小の高学年，低学年の土運動場より多く確

認できた身体動作は，「押す･押さえる」，「おぶう」，「け

る」，「立ち上がる」，「座る」，「まわる」，「這う」の７種

類であり，清江小芝生運動場では全体で18種類の身体

動作が確認できた。

以上のことから児童が「ボール投げ」を行う際に，

「歩く」，「走る」，「持つ」，「投げる･転がす」，「受け止め

る」，「かわす･逃げる」が基本動作であると考えられる。

土運動場ではこれらの基本動作が中心となり，特に，

「投げる・転がす」，「走る」といった身体動作が清江小

芝生運動場より多数確認できる。一方，清江小芝生運動

場では18種類の身体動作が確認でき，土運動場と比較

して身体動作が若干多様であることが分かった。特に，

ボール投げを行う中で，「ける」や「まわる」といった

身体動作に加えて，児童同士が接触する「押す･押さえ

る」，「おぶう」といった身体動作や地面と接する「座

る」，「立ち上がる」といった身体動作が活性化している

ものと考えられる。

２）追いかけっこ

表５の右部は「追いかけっこ」に含まれる身体動作

の種別毎の出現割合を示している。

「追いかけっこ」で確認できた身体動作を見ると，苅

田南小芝生中庭の高学年で22種類，次いで苅田南小芝

生中庭の低学年でも21種類，清江小芝生運動場では17

種類の身体動作が確認でき，一方，苅田南小の土運動場

高学年では４種類，低学年では６種類が確認できた。

種別毎にみると，「歩く」は清江小芝生運動場，苅田

表５　あそび毎に捉えた身体動作の種別毎の出現割合

単位：％

清江小 清江小
芝生
運動場

高
学
年

低
学
年

全
学
年

高
学
年

低
学
年

高
学
年

低
学
年

持つ 15.1 17.8 14.9 20.1 1.2 0.4 2.4 0.0 0.0
運ぶ・動かす 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
起こす 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

押す・押える 1.6 0.9 0.9 0.0 5.0 5.6 4.9 0.0 5.3
おぶう 1.6 0.0 0.0 0.0 0.6 0.2 0.6 0.0 0.0
おろす 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
おりる 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
あてる 1.6 0.0 3.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

投げる・転がす 11.1 15.0 13.6 17.2 0.0 0.2 0.4 0.0 0.0
受け止める 10.3 15.0 13.3 7.1 0.6 0.2 0.0 0.0 0.0
くずす・倒す 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ける 4.0 0.0 0.6 0.0 0.0 2.2 0.8 0.0 0.0
あたる 2.4 3.7 0.9 0.0 0.6 2.9 2.6 0.0 0.0
立ち上がる 2.4 0.0 0.6 1.2 1.2 4.3 6.3 0.0 0.0
しゃがむ 0.8 0.0 0.6 0.6 0.6 1.6 2.0 0.0 0.0
座る 5.6 0.0 0.0 2.4 2.5 5.6 6.9 0.0 0.0
寝転ぶ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 3.4 0.0 0.0
まわる 0.8 0.0 0.0 0.0 1.2 1.1 0.8 0.0 0.0

転ぶ・転がる 0.0 0.0 0.0 0.6 1.2 3.8 3.6 0.0 0.0
逆立ちする 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.2 0.0 0.0
乗る 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.7 0.8 0.0 0.0

飛び跳ねる 0.8 3.7 0.6 0.0 1.2 1.3 3.2 0.0 3.5
あがる・登る 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.2 0.0 0.0
とびつく 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0
おりる・
飛び降りる 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0

歩く 19.0 17.8 17.0 20.7 23.6 18.6 16.8 26.5 29.8
走る 11.9 13.1 16.1 17.2 23.0 16.8 15.8 26.5 24.6

追いかける 7.1 4.7 12.7 8.9 18.0 15.0 13.8 23.5 17.5
這う 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.4 0.0 0.0
すべる 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
踏む 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

回転
動作

かわす・逃げる 3.2 8.4 4.0 1.8 16.1 14.8 14.0 23.5 19.3

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

芝生
運動場

土
運動場

土運動場

ボール投げ
苅田南小

芝生中庭 土運動場

苅田南小
追いかけっこ

安
定
系
動
作

姿勢
変化
変更
動作

補足
動作

攻撃的
動作

操
作
系
動
作

荷物
動作

脱荷物
動作

計

上下
動作

水平
動作

移
動
系
動
作



南小芝生中庭の高学年，低学年，苅田南小土運動場の高

学年，低学年において16.8～ 29.8％，「走る」は15.8

～ 26.5％，「追いかける」は 13.8 ～ 23.5％，次いで

「かわす･逃げる」が14.0～ 23.5％と共通して多く確認

できる。苅田南小土運動場ではこれらの身体動作が高

学年では100％を占め，低学年でも91.2％と優占してい

る。一方，清江小芝生運動場，苅田南小芝生中庭の高学

年，低学年で苅田南小土運動場の高学年，低学年より多

く確認できた身体動作は，「持つ」，「おぶう」，「投げる

･転がす」，「受け止める」，「ける」，「あたる」，「立ち上

がる」，「しゃがむ」，「座る」，「寝転ぶ」，「まわる」，「転

ぶ･転がる」，「あがる･登る」，「おりる･飛び降りる」の

14種類が見られる。また，「ける」，「あたる」，「立ち上

がる」，「しゃがむ」，「座る」，「寝転ぶ」，「転ぶ･転がる」

の７種類はそれぞれ苅田南小芝生中庭が清江小芝生運動

場の値を上回っている。

以上のことから児童が「追いかけっこ」を行う際に，

「歩く」，「走る」，「追いかける」，「かわす･逃げる」が基

本動作であると考えられる。土運動場ではこうした基本

動作が中心となり，「追いかけっこ」の中に含まれる身

体動作が限定的である。一方，芝生化された校庭での身

体動作の種類は，清江小で17種類，苅田南小芝生中庭

の高学年では22種類，低学年では21種類が確認でき，

芝生化によって多様な身体動作が誘発されているものと

考えられる。特に，「おぶう」，「ける」や「あたる」と

いった児童同士が接触する動作，「立ち上がる」，「しゃ

がむ」，「座る」，「転ぶ･転がる」といった地面と接する

動作が芝生の校庭上で活性化しているものと考えられ

る。さらに，「あたる」や「ける」，「立ち上がる」，「し

ゃがむ」，「座る」，「寝転ぶ」，「転ぶ･転がる」の7種類

の身体動作では苅田南小芝生中庭が清江小芝生運動場の

値を上回っており，土運動場と使い分けがなされている

芝生中庭ではより身体動作の多様性が高められているも

のと考えられる。

まとめ

以上のことから，児童の運動能力の発達や健康の観

点から児童の身体動作を活性化させることが求められて

いる中で（日本学術会議，2008），校庭の芝生化によっ

て児童のあそびの種類が多様化し，あそびに含まれる身

体動作も活性化していることが確認できた。特に，土運

動場では，児童の休み時間におけるあそびに含まれる身

体動作は，「歩く」，「走る」，「追いかける」などの基本

的な身体動作に加えて「持つ」，「投げる･転がす」，「受

け止める」などのボールを介した身体動作に限定されて

いるが，芝生運動場や芝生中庭では，芝生化された面積

規模に関わらず，「あたる」，「押す･押さえる」などの児

童同士が接触する動作や「座る」，「寝転ぶ」や「転ぶ･

転がる」などの地面と接する動作が誘発されていること

が明らかとなり，児童の最も身近なあそび場所である芝

生化された校庭は，児童の身体能力の向上や健康に効果

を発揮されるものと考えられる。

さらに，土運動場と別に芝生中庭がある苅田南小の

芝生中庭では，清江小芝生運動場では見られない「数人

で手を繋いで回る遊び」，「体操」や「相撲」，「騎馬戦」

などの多様な道具なしあそびが確認できたことや「追い

かけっこ」の中に含まれる身体動作に見られるように，

児童同士の接触や地面と接する動作の割合が高いことが

明らかとなり，土の運動場と別に芝生の中庭を設けるこ

とによって，高学年と低学年の利用日の設定や靴を脱い

での利用やボールあそびの禁止といった利用ルールの導

入が可能となり，より身体を使ったあそびを誘発させる

ものと考えられる。

補　注

1）　Shannon-Weaver関数　

　　S：あそびの種類数

　　pi：i番目のあそびの種類の優占度
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